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Pathology International
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H, Araki K

2006 Clinicopathological features ot Type 1 gastric
carcinoma: the need to be cautions of superficial
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日本語論文

 1. 古澤徳彦、池野龍雄、浦川雅己、花崎和弘、
宮本英雄、市川英幸、川口研二

2006 慢性関節リウマチに対するメトトレキセート治療中に発症
したEBウイルス関連悪性リンパ腫による回腸穿孔の１例

日本臨床外科学会雑誌
67:2625-2629

 2. 黒住昌弘、平瀬雄一、塚原嘉典、角谷眞澄、
上原剛、川口研二、花崎和弘、古澤徳彦

2006 非腫瘍性病変 -副脾の画像診断 消化器画像 8:758-764

 3. 池野龍雄、町田水穂、尾崎一典、佐藤敏行、
花崎和弘、市川英幸

2006 繰り返す出血性小腸憩室に対し腹腔鏡補助下憩室切除術を
施行した１例

日本消化器外科学会雑誌
39:1707-1711

 4. 坂本純一、大庭幸治、松井隆則、小林道也 2006 バイオセラピィに関するEBM Biotherapy 20:363-373

 5. 小林道也、杉本健樹、荒木京二郎 2006 バイボーラーシザーズ 臨床外科 61:427-430

 6. 小林道也、藤原千子、安藤　徹、岡林雄大、
市川賢吾、荒木京二郎

2006 腹腔鏡下手術を施行した内視鏡的大腸ポリペクトミー後の
閉塞性イレウスの1例

日鏡外会誌 11:167-170

 7. 公文正光、小林道也 2006 肝区域とそのランドマーク Knack & Pitfalls､肝臓外
科の要点と盲点第2版､幕
内雅敏監修･編集､ 文光堂

 8. 緒方卓郎、小林道也 2006 骨格筋のしくみ もの知り図鑑､監修宮澤七
郎､健学社､(2006)印刷中

 9. 坂本純一、大庭幸治、小林道也、弓場健義 2006 腹膜播種の先進治療 臨床外科 61:769-774

10. 松岡尚則、辻井茂宏、北川博之、岡本　健、
杉本健樹、小林道也、荒木京二郎、森澤　豊､
前田明彦、脇口　宏、山下幸一、松浦喜美夫

2006 生薬含有健康食品による腹痛症 小児科臨床 59:1081-1087
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11. 北川博之、小林道也、岡林雄大、岡本　健、
並川　努、杉本健樹、秋森豊一、甫喜本憲
弘、荒木京二郎

2006 空洞を形成した大腸癌肺転移の1例 日消外会誌 39:724-728

12. 花崎和弘、古澤徳彦、浦川雅巳、池野龍雄、
宮本英雄、市川英幸

2006 シャープフック型ハーモニックスカルペルを用いた膵頭十
二指腸切除の膵切離法

手術 60:343-347

13. 花崎和弘、古澤徳彦、池野龍雄、浦川雅巳、
宮本英雄、市川英幸

2006 外科領域における肝癌に対するRFAの適応に関する検討 外科治療 94:754-758



業績：学会発表　（平成18年1月～平成18年12月）

国際学会

 1. Kobayashi M, Okamoto K, Namikawa T,
Okabayashi T, Sugimoto T, Araki K

2006.04 Laparoscopic D3 lymph node dissection with pres-
ervation of the superior rectal artery for treat-
ment of proximal sigmoid and descending colon
cancer

SAGES 2006(米国内視鏡外
科学会）Dallas, Texas,
U.S.A.

 2. Sakamoto J, Morita S, Matsui T, Oba K,
Kodera Y, Kobayashi M, Yoshida K, Nakao A

2006.06 Adjuvant chemotherapy with tegafur/uracil (UFT)
for gastric cancer. Ameta-analysis of centrally
randomizes clinical trials

2006 American Society
of Clinical Oncology,
June 2-6, Atlanta,
U.S.A.

 3. Kobayashi M, Kondo K, Nagata N, Shibata
Y, Kato T, Ikenaga M, Mishima H, Takemoto
H, Oba K, Sakamoto J

2006.12 Multicenter Phase Ⅱ study of FOLFOX-4&m FOLFOX-6
for metastatic colorectal cancer (CRC) in Japan;
SWIFT & study

The Joint Meeting of
the 3rd ISC Inter-
national Conference on
Cancer and the 11th
International Symposium
on cancer Chemotherapy,
Tokyo, Japan

主題発表

 1. 花崎和弘、古澤徳彦、浦川雅巳、池野龍雄、
宮本英雄、市川英幸

2006.03 Continuous peripheral intravenous prostaglandin E1
administration against hepatic ischemia-reper-
fusion injury is an easy and useful method for
safe hepatic resection

第106回日本外科学会定期
学術総会､国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ｢
肝阻血再灌流障害の知見
の臨床への応用｣､東京

 2. 花崎和弘 2006.11 人工膵臓を用いた血糖管理法：最新の知見 第44回日本人工臓器学会
大会、ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ、横浜

 3. 杉本健樹、並川　努、岡林雄大、甫喜本憲
弘、中谷　肇、辻井茂宏、小林道也、花崎和
弘

2006.11 進行期乳癌の化学療法における薬剤選択順位と休薬につ
いて

第68回日本臨床外科学会
総会､ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ｢進行期乳
癌に対する治療戦略｣､広
島

 4. 杉本健樹、中内　優、末廣史恵、濱田和香、
武市昌士、岡本裕美子、坪崎英治、船越
拓、島津佐吉子、花崎和弘

2006.11 デジタルマンモグラフィのソフトコピーによる遠隔モニ
ター診断

第16回日本乳癌検診学会
総会､ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ｢デジタル
マンモのｿﾌﾄｺﾋﾟｰ診断の現
状と問題点｣､仙台
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一般演題

 1. 並川　努、小林道也、甫喜本憲弘、北川博
之、岡林雄大、岡本　健、秋森豊一、杉本健
樹、荒木京二郎

2006.03 胃癌に対する幽門側胃切除後Billroth I再建法とRoux-Y
再建法の比較検討

第78回日本胃癌学会総
会、大阪

 2. 並川　努、小林道也、甫喜本憲弘、北川博
之、岡林雄大、岡本　健、秋森豊一、杉本健
樹、荒木京二郎

2006.03 胃癌EMR後遺残・再発に対する外科手術症例の臨床病理
学的検討

第106回日本外科学会定期
学術総会、東京

 3. 杉本健樹、松浦喜美夫、甫喜本憲弘、松岡尚
則、岡本　健、北川博之、吉岡龍二、小林道
也、荒木京二郎

2006.03 MEN2AのRET遺伝子変異キャリアに対する予防的甲状腺全
摘の経験

第34回中国四国甲状腺外
科研究会、徳島

 4. 吉岡龍二、杉本健樹、岡林雄大、甫喜本憲
弘、並川　努、小林道也、荒木京二郎

2006.03 EAP両方を中心とした集学的治療で長期生存の得られた
甲状腺未分化癌の１例

第34回中国四国甲状腺外
科研究会、徳島

 5. 花崎和弘、古澤徳彦、浦川雅巳、池野龍雄、
宮本英雄、市川英幸

2006.05 フック型ハーモニックスカルペルを用いた膵頭十二指腸
切除における膵切除術

第18回日本肝胆膵外科学
会総会、東京

 6. 岡林雄大、西森　功、小林道也、花崎和弘 2006.06 StageⅣ膵管癌に対する集学的治療戦略 第37回日本膵臓学会大
会、横浜

 7. 並川　努、小林道也、中谷　肇、岡林雄大、
岡本　健、秋森豊一、杉本健樹、花崎和弘

2006.06 胃癌に対する幽門側胃切除後Roux-Y再建法の評価 第85回日本消化器病学会
四国支部例会、松山

 8. 前田広道、岡林雄大、並川　努、杉本健樹、
小林道也、花崎和弘

2006.06 腎癌膵転移に対し十二指腸胆管温存膵頭切除術を施行し
た１例

第85回日本消化器病学会
四国支部例会、松山

 9. 並川　努、小林道也、辻井茂宏、岡林雄大、
中谷　肇、岡本　健、秋森豊一、杉本健樹、
花崎和弘

2006.07 幽門側胃切除術後Roux-en-Y再建法の有用性と問題点 第1回日本臨床外科学会高
知県支部会、高知

10. 藤原千子、上岡教人、尾崎信三、甫喜本憲
弘、市川賢吾、山下邦康、宮崎純一

2006.07 Pagetoid Spreadを伴う肛門癌の一例 第1回日本臨床外科学会高
知県支部会、高知

11. 北川博之、島津佐吉子、直木一朗、計田一法 2006.07 腸重積を契機に発見された小腸GISTの１例 第1回日本臨床外科学会高
知県支部会、高知

12. 田村耕平、小林道也、前田広道、岡本　健、
並川　努、花崎和弘

2006.07 大腸内視鏡検査にて発見され、腹腔鏡下手術が施行され
た虫垂ポリープの１例

第1回日本臨床外科学会高
知県支部会、高知
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13. 花崎和弘、古澤徳彦、浦川雅巳、池野龍雄、
宮本英雄

2006.07 正常膵に対する膵頭十二指腸切除後再建術の工夫 第61回日本消化器外科学
会定期学術総会、横浜

14. 岡林雄大、小林道也、杉本健樹 2006.07 肝細胞癌に対する外科的治療における周術期の栄養管理
についての検討

第61回日本消化器外科学
会定期学術総会、横浜

15. 杉本健樹、並川　努、甫喜本憲弘、岡林雄
大、秋森豊一、小林道也、荒木京二郎

2006.07 乳癌の中枢神経への転移11例の検討 第14回日本乳癌学会学術
集会、富山

16. 甫喜本憲弘、杉本健樹、並川　努、岡林雄
大、小林道也、荒木京二郎

2006.07 weekly paclitaxel休薬後再投与を行った進行再発乳癌
の検討

第14回日本乳癌学会学術
集会、富山

17. 並川　努、小林道也、甫喜本憲弘、北川博
之、岡林雄大、岡本健、秋森豊一、杉本健
樹、荒木京二郎

2006.07 胃全摘術後空腸嚢Roux-en-Y再建の評価 第61回日本消化器外科学
会定期学術総会、横浜

18. 岡林雄大、小林道也、杉本健樹 2006.07 肝細胞癌に対する外科的治療における周術期の栄養管理
についての検討

第61回日本消化器外科学
会定期学術総会、横浜

19. 並川　努、小林道也、辻井茂宏、岡林雄大、
中谷　肇、岡本　健、秋森豊一、杉本健樹、
花崎和弘

2006.07 幽門側胃切除術後Roux-en-Y再建法の有用性と問題点 第1回日本臨床外科学会高
知県支部会、高知

20. 前田広道、小林道也、岡本　健、岡林雄大、
並川　努、秋森豊一、杉本健樹、花崎和弘

2006.07 C型慢性肝炎に対するペグインターフェロン、リバビリ
ン併用療法を目的とした脾臓摘出術の経験

第1回日本臨床外科学会高
知県支部会、高知

21. 並川　努、小林道也、岡林雄大、中谷　肇、
岡本　健、秋森豊一、杉本健樹、花崎和弘

2006.08 胃全摘術後におけるRoux-en-Y再建と空腸嚢再建の比較
検討

第81回中国四国外科学会
総会、岡山

22. 杉本健樹、並川　努、中谷　肇、辻井茂宏、
岡林雄大、岡本　健、島津佐吉子、小林道
也、花崎和弘

2006.08 当科における非触知乳癌症例の検討 第81回中国四国外科学会
総会、岡山

23. 杉本健樹、並川　努、中谷　肇、前田広道、
島津佐吉子、田村耕平、小林道也、花崎和弘

2006.09 乳癌術後化学療法EC, DTX順次投与の認容性 第1回日本乳癌学会中国四
国地方会、松山

24. 島津佐吉子、杉本健樹、岡林雄大、船越
拓、岡本　健、秋森豊一、吉岡龍二、小林道
也、花崎和弘

2006.09 急速に進行した乳腺化生癌(metaplastic carcinoma)の1
例

第1回日本乳癌学会中国四
国地方会、松山
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25. 船越拓、杉本健樹、島津佐吉子、並川　努、
中谷　肇、辻井茂宏、小林道也、花崎和弘

2006.09 結節性紅斑に合併した肉芽腫性乳腺炎の1例 第3回日本乳癌学会中国四
国地方会、松山

26. 杉本健樹、並川　努、岡林雄大、秋森豊一、
岡本　健、小林道也、花崎和弘

2006.10 Capecitabineによる進行再発乳癌の治療成績 第44回日本癌治療学会総
会、東京

27. 岡本　健、小林道也、岡林雄大、並川　努、
秋森豊一、杉本健樹、花崎和弘

2006.10 周術期大腸癌患者における免疫パラメーターの解析（第
一報）

第44回日本癌治療学会総
会、東京

28. 並川　努、小林道也、中谷　肇、岡林雄大、
岡本　健、秋森豊一、杉本健樹、花崎和弘

2006.10 胃癌に対する胃全摘術後空腸嚢を用いた再建法の評価 第23回高知外科会、高知

29. 前田広道、小林道也、岡林雄大、並川　努、
杉本健樹、秋森豊一、花崎和弘

2006.11 von Hippel-Lindau病患者における腎細胞癌膵転移の１
例

第68回日本臨床外科学会
総会、広島

30. 吉岡龍二、小林道也、岡林雄大、杉本健樹、
秋森豊一、並川　努、花崎和弘

2006.11 早期胃癌に対しての縮小手術の適応について（当科にお
ける切除例での臨床病理学的検討に基づいて）

第68回日本臨床外科学会
総会、広島

31. 小林道也、花崎和弘、並川　努、岡林雄大 2006.11 噴門側胃切除　空腸嚢間置術における安全かつ簡便な器
械吻合の工夫―2角吻合―

第68回日本臨床外科学会
総会、広島

32. 並川努、小林道也、岡林雄大、中谷　肇、岡
本　健、秋森豊一、杉本健樹、花崎和弘

2006.11 胃癌に対する胃全摘後機能温存術の評価 第68回日本臨床外科学会
総会、広島

33. 岡本　健、小林道也、岡林雄大、並川　努、
秋森豊一、杉本健樹、花崎和弘

2006.11 胃癌脾転移の１例 第68回日本臨床外科学会
総会、広島

34. 岡林雄大、小林道也、花崎和弘 2006.11 IPMNの臨床病理学的特徴とその治療戦略 第68回日本臨床外科学会
総会、広島

35. 岡林雄大、小林道也、花崎和弘 2006.11 膵頭十二指腸切除における胆道再建・膵腸吻合の工夫 第68回日本臨床外科学会
総会、広島

37. 船越　拓、杉本健樹、島津佐吉子、岡林雄
大、花崎和弘

2006.11 非触知乳癌21例の検討 第16回日本乳癌検診学会
総会、仙台

38. 並川　努、小林道也、岡林雄大、岡本　健、
秋森豊一、杉本健樹、花崎和弘

2006.11 Stapleを用いない腹腔鏡補助下腹壁瘢痕へルニア修復術 第9回高知内視鏡外科
フォーラム、高知
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研究分担者

松崎 茂展、並川 努、今井 章介

事業名

人工膵臓を用いた膵性糖尿病に対する新しい血糖管理法の確立
－人工膵臓の世界的拠点病院を目指して－

事業代表者

花崎 和弘

事業参加者

岡林 雄大、吉岡 龍二、西森  功
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萌芽研究

研究課題

手術部位の薬剤耐性黄色ブドウ球菌感染症に対する
ファージ溶菌因子を活用する新制御法

代表者

小林 道也


